
Ⅰ　施策の概要と実施状況

R5

（１）安定した雇用の確保 小樽地域雇用創造協議会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産商業 継続
雇用保険一般被保険者数

基準値(H30.10)

R6 R7 R8

〇企業誘致の推進や新規創業及び現在の雇用を確保す

るための事業承継についての取組を行い、地場企業の活

性化を支援（産業港湾部商業労政課、産業港湾部産

業振興課）

33,492人 33,492人

R9 R10

30,259人32,028人 30,877人 30,706人32,815人 32,537人

実

績

R1 R2 R3 R4

R5 R6

24.8%-

R1 R2 R3 R4

12.9%

目標値(R10)

基本計画の主な取組 主な実施事業 所管 今後の方向性 指標の推移

施策の

目的

働きやすく安定した雇用の実現により、所得の向上を図るとともに、就業機会の充実した、働くことを希望する全て

の市民が活躍できるまちを目指します。

市民アンケート指標の推移

働きやすいと感じている市民の割合
基準値(R1) 目標値(R10)

15.0% 基準値より増

実

績

R7 R8 R9 R10

15.0% - 16.3% -

令和７年度行政評価 《施策評価調書》
テーマ ３　強みを生かした産業振興によるにぎわいのまち（産業振興）

施策 ７　雇用・労働

所管部 産業港湾部 関係部 総合政策部



58人 31人

R8 R9 R10R5 R6 R7

90人 70人 14人 64人

R2 R3 R4

（３）職業能力の開発・向上 優良技能者表彰経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産商業 継続

市が指定する人材育成セミナーの受講者数

基準値(H30) 目標値(R10)

〇職業能力の開発や向上のため、北海道職業能力開発

大学校との連携などによる人材育成を推進（産業港湾

部商業労政課）

〇小樽市事業内職業訓練センターを活用し、必要な技能

の習得及び向上を支援（産業港湾部商業労政課）

〇季節労働者通年雇用促進協議会の事業活動を支援

（産業港湾部商業労政課）

80人 80人

実

績

R1

人口戦略推進事業費 政企画 継続

363人 371人 343人

R4 R5 R6 R7 R8 R9

シルバー人材センター登録会員数
基準値(H30.10) 目標値(R10)

産商業 継続 387人 387人シルバー人材センター事業費補助金

（2-2(3)共通） 実

績

R1 R2 R3 R10

406人 373人 377人

R3 R4 R5

43.2% 39.8% 38.1% 44.7%

★若年者に対するキャリア教育や地元企業とのマッチング

機会の創出など、地元企業への定着促進及び早期離職

対策への取組（産業港湾部商業労政課）

★女性の就業を促進するための取組（産業港湾部商業

労政課）

★シルバー人材センターの活動を支援するなど、高年齢者

がその能力を十分に発揮できるよう、多様な雇用・就業機

会を確保（産業港湾部商業労政課）【2-2高齢者福祉

と共通】

〇外国人の日本語習得を支援するなどの取組（産業港

湾部商業労政課）

〇ＵＩＪターン希望者に対する求人情報の提供（総合

政策部企画政策室、産業港湾部商業労政課）

地域企業魅力発信支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産商業 拡大 46.2% 50.0%

雇用促進協会補助金　　　　　 産商業 継続

新規高卒者の市内就職割合
基準値(H30)

R6 R7 R8 R9 R10

40.4% 42.5%

実

績

R1 R2

基本計画の主な取組 主な実施事業 所管 今後の方向性 指標の推移

目標値(R10)（２）多様な人材の就労支援と地元定着の促進 労働者地元定着事業費（3-7-⑷と共通）産商業 継続



- 20.9%13.1% -

実

績

R1 R2 R3 R4 R5

14.6% - 11.3%

目標値(R10)

〇労働環境の実態を把握するための調査を実施（産業

港湾部商業労政課）

〇労働時間や最低賃金、労働安全衛生などに関する制

度等の周知及び啓発（産業港湾部商業労政課）

〇労働関係法令の遵守、適正な労働条件の確保など、

外国人雇用に関する制度等の周知及び啓発（産業港

湾部商業労政課）

〇勤労者福祉向上のための共済制度の推進（産業港

湾部商業労政課）

（3-7(2)共通） 13.1% 基準値より増

勤労者共済会補助金　 産商業 継続

（４）労働環境の整備 労働者地元定着事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産商業 継続 適正な労働環境であると感じている市民の割合（ア

ンケート）

基準値(R1)

R6 R7 R8 R9 R10



Ⅱ　各部評価（各部による自己評価）

Ⅲ　二役フィードバック

各部評価に対する意見等

・すべての主要施策について、おおむね計画どおり事業を実施している。

・特に「地域企業魅力発信支援事業」では、事業に参加する学生の数が増加傾向にあり、市内企業の認知度向上に寄与できていると考えている。

・一方で、少子高齢化に伴う人口減少により、市内事業所における人手不足は深刻な状況となっていることから、UIJターン求職者など、より市内外に

向けた市内事業所の魅力発信が必要と考えている。

・指標「働きやすいと感じている市民の割合」「適正な労働環境であると感じている市民の割合」は増加していることから、各市内事業所が自社の魅力

向上に努めている成果だと推察される。

・UIJターン希望者の移住相談及び移住者は増加傾向である。

・安定した雇用の確保のためには、ミスマッチを防ぐために、広く市内

事業所を知っていただく必要があることから、引き続き市内事業所の

魅力発信への支援を継続するとともに、より効果的な発信方法や

機会の提供について検討を行っていく。

・特に生産年齢人口のうち、若年層の市外流出が進んでいることか

ら、広く若年層に向けた市内事業所とのマッチング支援策などの検

討を行っていく。

・市内事業所の人手不足解消のためには、多様な人材の活躍が

必要となっていることから、多様な人材の就労支援として、女性や高

年齢者、外国人材など、それぞれの事情や課題に即した柔軟な発

想で支援策の検討を図っていく。

・UIJターンを含む移住希望者の就業機会拡大を図るため、別事業

ではあるが、移住支援金登録事業者の増加に向け、小樽商工会

議所と連携を行っていく。

効果の発現状況

・「新規高卒者の市内就職割合」は改善されており、市内企業の認知度向上や情報発信に力を入れたことが一定程度寄与していると推察される。

・相談者、移住者のなかには、UIJターンの者もおり、相談及び移住者数はセンター開設前と比べて増加傾向であることから、一定の効果があったものと

考える。

構成事業の妥当性

・安定した雇用の確保や多様な人材の就労支援と地元定着の促進などを進めるに当たって、事業の方向性は妥当と考える。

その他（必要に応じて記載）

施策の進捗 今後の施策改善の方向性


